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この使用説明書について 



-操作の説明 

‘：カメラの動作、参考になる情報 
:参照ぺージ 


-注意していたださたいこと 

丸数字は操作説明部の手順番号を示して 
いまず。 


カメラの特長 


■ 3己 mm コンパクトカメラ 

♦スーパ ー E 目 C フジノンレンズ ♦28 mm 〜己日 mm の2倍ズーム 
• 姐> システム対応：「フジカラー NATURA フィルム」などの IS 01 日0日攻上 
のフィルム使用時、カメラが被写体の明るさを感知し、その明るさに応じて、 
最適な露出制御 （0 〜 +2 EV ) を行いまず。 

特に夜景撮影時、室内撮影時、フラッシュ OFF でも被写体や背景をより明るく 
描写します。 

♦フラッシュボタンでフラッシュの日 N /0 FF を切り替え5れる 

リトラクタブル式スーパーデジタルプ□グラム （ DP ) フラッシュ搭載 
♦セルフタイマー/リモコン機能付さ 
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f ストラップの取り付け 

2 電池を入れる . 

3電源 ON/OFF . 
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同姻品 

1 

この製品には、カメラ本体 LU 外にな下の付属品び同捆されています。箱を開けたとさにご確認く 

ださし、。 


□ リチウム電池 CR 2 1本（カメラにセツト済み） 

□ストラップ 

□ 使用説明書 

□な記書 
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安全にご使用いただくために 


• この製品および付属品は、写真撮影切がの目的に使用しないでください。 
• 製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの 
上、正しくご使用ください。 

• この説明書はお読みになった後で、いつでも見られるところに必ず保管 
して < ださし、。 


A 警告 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が死！::または重傷を負う可能性 
が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が傷喜を負ラ可能性が想定され 
る内容、および物的損害のみの発生が想 
定される内容を示しています。 


A 警告 


絶巧に分解しないでください。感電の恐れがあります。 

^ 落下などにより内部が露出したときは、絶巧に触れないでください。高圧回 
路があり感電する恐れがあります。 

A カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、 
ただちに電池を取り出してください。発火ややけどの恐れがあります（電池を 
取り出す際、やけどには十分ごま意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響 
することがあります。特に乳幼おを撮穀するときは気をつけてください。 

A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったと走は、 
ただちに電池を取り出してください。 発熱- 発火の恐れがあります。 

引火性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーな 
どの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発火-やけどの恐れがあ 
ります。 


/ K カメラは乳幼巧の手の届かないところに置いてください。乳幼巧が誤ってス 
トラップを首にきき付けると、窒息する恐れがあります。 

/ k 電池の分解、加熱、火中への投入、充電、ショートは絶対にしないでくださ 
し1。破裂の恐れがあります。 
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A 警告 


A 指定政列の電池を使わないでください。発熱■発火の恐れがあります。 

/ K 電池は乳幼おの手の届かないところに置いてください。乳幼おが誤って飲み 
込む恐れがあります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受け 
て < ださい。 


_ A 迂意_ 

^ カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因と 
なることがあります。 

/!\自転車や自動車■列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮穀 
をしないでください。交通事故などの原因となることがあります。 

/ K 電池の煩©を誤って装てんしないようにごま意ください。電池の破裂、液も 
れにより、発义、けがや周囲を巧損する原因となることがあります。 


,|~このマークは、安全性、衛生、環境厉ぴ消費者な護に関する EU (欧州連合）の至ず事項を、裝品び満 
I f I 足していることを罰巧するちのです。 

1 ( CE とはヨー □ ツバ認定 （ Conform 帖 Europeenne ) の略） 
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各部の名称 



電池ぶた（坤 P.12) 


ストラップ取り付け部 
(- »P.l1) 


AE 受光窓 


撮影レンズ/ 
レンズカパー 
(-►P.13) 
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Q±1 途中巻き戻しボタンい P. 26) 



























あ晶表の部 一 P. 已)- 
ス□—シヤツター(ィ P.30). 
セルフタイマー 
(-►P.34) 

リモコン（- »P.3 日）- 
日付(ィ P.14、1S)- 


:- »P.30)-|X|_| -1 


■® 発光停止 
4強制発光 一 P. 己 4) 

こえこフラッシュ巧電中 C->P.9) 

-赤目軽減 (■►R32) 

-電ミ也容量 (-►P.13) 


遠景 一 P.38) 


ファインダー接眼部 
一 P. 己） 


フラッシュボタン 
一 P.24) 


雲ぶた開放つまみ一 
一 P.17、 吕已） 



-フイルムカウンター （-►P.17) 
-^ モード ー P. 1 0) 


シヤツターボタン 
一 P.20) 
選巧ボタン （"^^.7) 
電源ポタン ー P.13) 
-ボタン(- »P.7) 
►ボタン（- »P.7) 


露出警告ランプ（赤）（ィ P.9) 
AF ランプ（緑） （"^P. 日） 


•ファインダー 


ぶ距離補正 
マーク 


-撮影範囲 

フレーム 


AF (才ートフオーカス）フレーム 


I 撮影節囲フレーム I 

このフレーム内で構図を巧めます。 

[AF けー トフ ォー カス）フ レー ム] 

被写体（写したいちの）にこのフレーム 
を合わせます。 

[近距離補正マー歹] 

近距離撮影するとをには、このマークを 
目安に構図を決めまず（ィ吕1ページ)。 


夕 








































メニュー•モードー覧 


LCD 

モード 

使用例など 

麵ぺ-ジ 


^モード 

「フジカラー NATURA フィルム」などの侶01日曰日 
な上のフィルム使用時、カメラび被写体の明るさ 
を感知し、その明るさに応じて、最適な露出制御 
(0 〜 +2EV) を行います。特に夜景撮影時、室内 
撮影际フラッシュ日 FF でも被写体や背景をより 
明る <描写します。 

10 

曲 

ス□—シ ヤツ ター 
モード 

ス□ーシャッターにすることにより、暗いとこ 
ろでちされいに撮影したいとさ 

30 

<§> 

赤目軽減モード 

赤目現象を軽減したいとさ 
* フラッシュ OFF 時は選択でをません。 

32 

の 

セルフタイマー 
モード 

撮影者自身ち一緒に撮りたいとさ 
• シャッターボタンを巧すとタイマーび作動して、 
約10が後にシャッターび切れます。 

34 

I 

リモコンモード 

カメラから離れてシャッターを切りたいとを 
•専用1」モコンび必要です。 

36 

i4 

違景モード 

風景などの遠ち撮影 

38 



’化||||巧 

年月日 





||<|巧’お 

月曰年 




日付モード 

巧||||’化 

曰月年 


16 



巧巧-- 6 

曰時分 





が F 

曰付写し込み 
なし 

日付を写し込みた<な 
いとさ 
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[ メニユ ー• モードの切り替え方 


9 

B 四 

巧踩 «■, 

’ぉ II 巧狐 

台 

さ胃 

^3 

...... 1 

が；？巧狐 

© ♦ 

を1 

日 [''、 巧狐 


〇 

ミ函 

⑤面 1 

At 1 

'05 II 巧狐 


〇@ボタンを押して、メニュ ー• 
モードの選択に入ります。 


©D ボタンを押して、選ま尺したい 
モードを点滅させます。 


® 回 3ボタンを押して、選択したい 
モードをゆっくりの点滅に切り曾 
文ます。 

豚ゆっくりの点減：選択 

早い点減：選択しないを表します。 

©GB ボタンを巧して、ミ夫定します。 
ミ夫定したモードが表示されます。 
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使い方早わかり 


[ 簡単！オート撮影ずるには 



0® ボタンを巧して、電源を入れ 
ます。 

* 液晶表示部に "®" (フラッシュ発光停止） 
が表示されます。このカメラは自動的には 
フラッシュは光りません。 



© ズームします。 


©構図を巧めます。 


0 シャツ タ—を切ります。 


この操作だけで、されいな写真び撮影でさます。詳しくは1日ページ〜をご参照くだ 
さい。 
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AF ランプ-露出警告ランプ-ブザー音について 



AF 

ランフ 
(緑） 

露出警告 
ランフ 
(ホ） 

液晶 
表示部 

ブザー 

表示内容と巧姐ち法 

点灯 

- 



撮影可能です（測距、測光完了)。 

C ぞシャッターボタンを巧して撮影して<ださい。 

点滅 

- 

1 

■ 

ピントび合いません。 

C 署 •0.4 m た(上離れ、 AF フレームに被写体び入る 
よ5にしてくださし、。 

• AF の苦手な被写体のため、 AF び働をません。 
撮りたい被写体と同じよラな距離、明るさの 
被写体に AF フレームを合わせ、 AF □ック撮 
影して<ださい(->23ページ)。 

- 

早い点滅 

T 点滅 

ピ、ピ、 
ピ 

明るさび不十分で、写真全体び暗くなる可能性 
びあります。 

C ぞフラッシュを ON にして撮影することをおすずめ 
します（ィ24ページ)。 

- 

ゆつ < り 

点減 

T 点滅 

ピー、 

ピ ー、 
ピー 

<スローシャッターモード使用時の露出警告> 
明るさび不十分で、手ブレの可能性びあります。 

C 穿フラッシュを ON にするか （">24 ぺージ)、兰脚 
をご使巧ください。 

- 

- 

‘ も" 点滅 

- 

っ；ツシ飞充電中です 

シャッターは切れません。フラッシュの充電び完 
了 （•ち •び点巧）するまで、お待ちください。 


•ブヴー音は日 N/OFF び切0誓えられます。 

■ブヴー音の切り替えち 

①電源日 N のとき、田 B ボタンを巧しなびら回3ボタンを巧しまず。 

腹=ブヴー音の設定び表示されまず。 

• ブヴー音日 N : —b 日 n" • ブザー音 OFF : "b が r 

這)回 a ボタンを巧すと、ブヴー音の日 N/OFF び切り替え日れます。 

感田ボタンを巧して、ミ夫定します。 g 






















使い方早わかり 



ぶ?►モードは、超高感度フィルムの性能を最大限に引さ出すモード 
です。 



カメラが被写体の明るさを感知し、そ 
の明るさに応じて、最適な露出制御 （0 
〜 +2 EV ) を巧いまず。特に夜景撮影時、 
室内撮影時、フラッシュ日 FF でち被写 
体や背景をより日月るく描写しまず。 


r フジカラー NATURA フイルム J など 
のに01己〇〇し^上のフイルムをカメラ 
に入れると、自動的にぶ P ■モードにな 
り、"姐►"び表示されます。 



• に0800拟下のフィルムでは、モードに設定できません。 

またに01目0日政上のフィルム使用時、モードの解除はでさません。 

■独*•モードは、撮影後や電源び切れてを解除されません。撮影し終わったフィルム 
を取り出ずと解除され、カメラの初期設定に戻ります。 

■明るさが不十分な暗闇などでの撮影時、露出警告ランプ（ホ）と液晶表示部の"ち" 
が点滅し、ブザーが鳴り、写真全体が暗くなる巧能性があることを警告します（-»日 
ページ)。フラッシュを ON にすることをおすすめします。 
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ストう、;/プの取り付け 

ストラップ取り付け部にストラップを 
通し、取り巧けます。 


•市販のストラッフをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使巧 
ください。携帯電話、 PHS 用ストラッフは軽量機器用ですので、ご使用の隙は特に 
ごま意ください。 



準備編 
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電池を入れる *ェ場出巧時に電池はセツトされています。 



■使用する電池 
リチウム電池 

フジフイルムリチウム CR 2 1本 
〇電池ぶたを開けます。 


©表示に従って©側から電地を入れ 
ます。 


©電池ぶたを閉めます。 


• リチウム電池では約400コマ撮影でさ 
まず（当社試験条件による）。 

■旅行やたくさん写真を撮られるときは、 
万一の場をに備えて予備の電池をご用 
意ください。特にミ毎外では地域によつ 
ては電池の入手び困難な場台がありま 
す。 


■電池を交換したとさは必ず曰付を合わ 
せてください （■ HA ページ)。 

〇電池ぶたに無理な力を加えないで<だ 
さし、。 
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電源 ON / OFF •電池容量のチェック 




〇 E 画ボタンを押して電源を入れま 
す。ちラー度押すと電源が切れま 
す。 

電源を入れるとレンズカバーが開き、お 
晶が表示されます。 

電源を入れると、オート撮穀の設定にな 
ります（イ1白ぺージ)。 


C 電池容量のチ I ック 



電源を入れ、液晶表示部で電池容量を 
チェックします。 

〇点灯：電池の容量は 0K です。 
©点む：電地の容量が不足しています。 

新しい電池を準備してくださ 
い。 

©点滅：電池容量びなくなったため、 
シャッターは切れません。新し 
い電池に交換してください。 


•電源を入れたまま約已分間放置すると、 
電源は自動的に切れます。 

•電源を入れるときに、レンズ部を指で 
巧さえないでください。 


• 撮影前には必ず電地容量をチIックし 
て < ださい。 

■電池の交換は撮影途中のフィルムび入 
つていてち可能です。 


準備編 
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Kfl 日付の含わせ方 

し日付を変更ずるには 


〇 

^3 

S 9 

ぞ。 

巧；を〜 

’日け巧 

台 

る 回 

® — 

お！！巧、- 

广广、- 1 

© 

^3 

S 9 

ぞ U 

始こ旧-- 6 

〇 

B 蠢 

始こ旧--!5 


€• 電源を入れ、 ta ボタンを押しま 
す。 

田署モードの選択に入ります。 


ボタンを押して、日付を点滅 
させます。 

n 署曰付モードを選択します。 


€) ta ボタンを2砂しソ上押し続けま 
す。 

陪"日"が点滅し、日付の修正に入ります。 


©回 a ボタンを巧して、点滅してい 
る数字を修正します。 


■設定節囲 • "年月日"は"時分’に連動して変わります。 

年：’己己〜’ 3已 （200 巳年~203己年） 

月：1〜に 日：1〜31 

時： 〇〜23 分： 00〜已9 




























* 工場出荷時に日付はセツトされています。 


巧:;1目'::’ろ 

口囚 



'日い！巧 

SB 

ぞ 


©D ボタンを押すと、設定環目 
(日.時.分.年.月）が変わります。 
選択中の項目が点滅しまず。 


©曰付合わせが終了したら、田ボ 
タンを押します。 

陷=設定した曰巧が表示されます。 

陷=時報に合わせたいとさは時報のゼ□秒時 
に田 S ボタンを巧します。 


重池交換を、 日付を合わせるには 


® ぶ- 

|：05：5 IS 


占證 


S » 巧 

故ん!5 


© 

S 蠢 
を買 


ボタンを押します。 

ボタンを押して、曰巧モード 
を選択します。 

陷=年’日5が点滅し、日付の設定に入ります。 

©前項の©〜©と同様に、回3ボタ 
ンと〇ボタンで曰付を合わせま 
す。 

©田8ボタンを巧して、ミ央定します。 


準備編 
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日付モードの選択 


9 ^ 

^3 03 

巧 

脚 ® 

’日 5 !! 巧 

色 

る国 

因巧 

® 口 

海 Vi を 

色 ♦ 

® 面 
、、 1 1 ' 
-1.75 S 5-_ 

.'fit 、 

田励 



(i 巧’日 5 

BES 

S9 

ぞ 


€• 電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 

D 署モードの選択に入ります。 


ボタンを押して、日付を点滅 
させます。 

瞻=日付モードの選択に入ります。 


©应3ボタンを押して、日付モード 
を選択します。 


ボタンを押してミま定します。 

陪"決定したモードが表示されます。 



選択した曰付 モー ドが写真のち下に写し込ま 
れます。 

•"が f’ を選巧すると、写真に日付は写し込まれま 
せん。 

•写し込まれた日付表示び背景によっては見えに< 
<なる場合があります。 

■曰付の写し込みは フイルムび; 欠の コマに 巻さ上げ 
られるとさに行われますので、規定枚数な上撮影 
した場合、最後のコマは写し込まれないことがあ 
0ます。 































フイルムを入れる 




外箱とパト□ーネ（フイルムの容器）に 
DX マークびある13己フイルムを使用 
しまず。 


〇 


と、フイルムカウンターが表示さ 
れていないことを確認します。 


© 裏ぶた開放つまみをゆつくりと動 
かします。 

©裏ぶたを開けます。 


• DX マークのないフイルムは IS 01 00 
の感度にセットされまず。 

■フイルムの装てん•取り出しは、直射 
日光を避けて行ってください。 
■フイルムを装てん*取り出ずとさに、 
レンズ部を軸ったり、内部にゴミやホ 
コリび入6ないよラにごま意ください。 
レンズ部び巧れたり、ゴミやホコリが 
入ってしまった5、43ページの「取扱 


上のお願しりを参考にカメラを清掃して 
<ださい。 

曾撮影途中のフィルムび入っているとき 
は絶対に裏ぶたを開けないでください。 
フィルムを取り出す場合は、2己ページ 
をご参照ください。 

©裏ぶたに無理な力を加えないでくださ 
し、。 


基本編 
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フイルムを入れる 



©フイルムを入れます。 


©パト□ーネを押さえながら、フイ 
ルムの先端を FILM TIP マークま 
で引き出し、スプールの上にのせ 
ます。 


@裏ぶたを閉めます。 

瞻=フィルムが自動的に1コマ目まで送日れ 
ます。 

0 T ’ が表示されていることを確認し 
ます。 

陪 f フジカラー NATURA フィルム」などの 
IS01 目00 LU 上のフィルムを入れると、 
"ぶを"が表示されます（イ1〇ぺージ)。 


©フィルムび浮き上びらないよラに、パ 
卜□ーネの角度を調節してください。 
©フィルムの先端びスプールの上に のつ 
ていることを確認して<ださい。 
©フィルムを長く引き出しすぎたときは、 
フィルムを一度取り出して、長さを調 
節して < ださい。 


包フイルム確認窓から、装てんしたフイ 
ルムの種類、フイルム枚数、フイルム 
感度び確認できます。 

©フイルムが正しく装てんされていない 
と、 "£ "が点滅し、 シャツ ターが切れ 
ません。撮影可能なフィルムを正しく 
装てんし直してください。 
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撮影しよう 


電源を入れると、オート撮影の設定になります。ここでは、オート撮影の 
ち法を紹介します。 


<構え方> 



〇電源を入れ、両脇を締め、カメラ 
を両手でしっかり構えまず。 

縦位置撮穀ではフラッシュ発光部が上に 
くるよラに構えまず。 


く ズーム> 



@被写体を大きく写したいときは、 
ズームレバーを な] 側に 押して、 
望遠側に ズームし ます。 

広い範囲を写したいとさは、ズー 
ムレパ‘一を区图側に押して、広角 
側にズームします。 


>大切な撮影（結婚式や巧巧旅行、業務用 
途など）の前には試し撮りをして、カメ 
ラが正常に機能することを確認してく 
ださい。 


〇レンズやフラッシュ発光部、 AF 窓、 
AE 受光窓に指やストラッフび掛か日な 
いよラにごを意くださし、。 

曾撮影距離：日. 4 m 〜00 


基本編 
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撮影しよラ 



く構図の巧め方> 


0 AF フレーム全体を被写体が満たす 
よ5にねらいます。 


<シヤッターボタン半巧し> 



0シャツ ターボタ ンを半押しします。 
陪 AF ランプ（緑）が点口した5、ピント合わ 
せは完了です。 


〇被写体に約 40 cm より近づくと 、 AF 
ランプ（緑）が点滅し、ピントび合わ 
ないことを警告します。さ日に約 
2日 cm より近づくと、 AF ランプ（緑） 
び点灯することびありますび、ピン 
卜は合いません。 


〇暗いところなどの撮影で明るさび不 
十分なとき、露出警告ランプ（赤）と 
液晶表示部の"も"が点滅し、ブヴー 
び鳴0ます （49 ページ)。写真全体び 
暗くなる可能性びありますので、フ 
ラッシュを日 N にして撮讀することを 
おすすめします（-►24ぺージ)。 
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くシャツターホタン全}甲し> 



©シャツターを 切ります。 


陪=フイルムが次のコマまで送られます。 

陪■フイルムカウンターの数字は撮影のたび 
に1コマずつ増えていさます。 


♦近距離撮影の場合 



撮影距離が約 Im より近い場合は、上図の国の範囲が写ります。被写体 
が国の範西巧に収まるように構図を巧めます。 


© フラッシュ充電中（液晶表示部の"も" 
点滅中）はシャッターは切れません。 
©AF ランプ、セルフタイマー /U モコ 
ンランプは、いったん消えてからシ 
ャッターび切れた直後にをラ1回点灯 
します。 


>近距離撮影では、ファインダー窓から 
見える範囲と写る範囲にズレび生じま 
す（ファインダー窓と撮影レンズの位 
置び違ラため)。近距離巧正マークは、 
ファインダー窓から見える寵囲と実隙 
に写る範囲の目安になります。 


基本編 
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撮影しよつ 


• AF の苦手な被写体について 

次のよラな場合、まれにピントが合わないことがありまず。このようなと 
さは、 AF □ック撮影（ィ23ぺージ)、モード撮影（438ぺージ）を巧つ 
て < ださい。 

■被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフ□ントガラス、 
波の反射など）がある場合 

• 画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面がある場合 
• 豎の毛などの黒くて光を反射しにくい被写体の場合 
• 炎や煙などのよラに実体のないちのの場合 
♦ガラス越しの撮影の場合 
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AF (才ートフオーカス）□ック撮影 




€• このような構図では AF フレームび 
被写体（この場合は人物）から外れ 
ています。このままでは被写体に 
ピントがちいません。 


© AF フレームに被写体が入るよラに 
カメラを動かします。 


©そのままシャッターボタンを半押 
し （ AF □ック）します。 
i^AF ランプ（緑）の点好を確認します。 



0シャッ ターボタンを半押し （AFQ 
ック）したまま最初の構図に戻し 
て、 

©シャッターを 切ります。 

• AFn ック操作は、シャッターを切る前な 
ら何回でわやり直せます。 23 


基本編 













































フラッシュ撮影 





暗いところや逆光などでの撮影で、フラッシュ 
を使用したいとをに操作しまず。 

■スーパーデジタルプ□グラム （ DP ) フラッシュモー 
ドになり、被写体の明るさや距離に席じて、フラッ 
シュの光量を自動的に調節します。 

* 被写体がとても明るく遠すぎる場合、フラッシュは 
発光しません。 



〇ちボタンを押します。 

n 署フラッシュがポップアップします。 


©構図をミ夫めて、シャッターを切り 
ます。 


♦フラッシュ撮影距離 

フイルム感度によってフラッシュ光の届く距離が異なりまず。 

暗いところではフラッシュ撮影距離にを意して撮影してください。 


フイルム感度 

広ち （28 mm ) 

望達(お mm ) 

ISO 100 

日. 4 m 〜 4,0 m 

0.4 m ~ 2.0 m 

に白400 

0.4 m 〜 8.0 m 

0.4 m ~ 4.0 m 

に白800 

0.4 m 〜1 2.0 m 

0.4 m ~ 5.6 m 

ISO 1600 

0.4 m ~ 16.0 m 

0.4 m ~ 8.0 m 


(カラーネガフイルム使用時) 




























撮影途中でフイルムを取り出ず 


フイルムを取り出ずには 


〇 



® いり H E 

1 刊 BB E 


お 






〇最後の1コマを撮り終わると、レ 
ンズが収納され、フイルムが自動 
的に卷さ戻されます。 

卷き戻しが完了すると、 "£ "が表示され 
ます。 

ち J 裏ぶた開放つまみをゆっくりと動 
かします。 

ち！裏ぶたを開けます。 


0フイルムを取り出します。 


•フイルムを取り出ずときに、レンズ部 
を軸ったり、内部にゴミやホコリが入 
6ないよラにごま意 < ださい。 

• 規定枚数 1 U 上撮影でをる場合があ0ま 
ずが、最後のコマはプリントされない 
ことがありまず。 

包裏ぶたに無理な力を加えないでくださ 
し、。 


•必ずモーターが止まり" E " が表示され 
たことを確認してください。 "£ "が表 
示される前に裏ぶたを開けよラとする 
と、巧のよラな恐れがありまずのでご 
ミち意 < ださい吕7ページ)。 
■フイルムが感光する。 

•:欠のフイルムを入れたときずぐに巻を 
戻されてしまい、 "E" び表示される。 


基本編 
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フイルムを取り出ず/ 

撮影途中でフィルムを取り出ず 


C 撮影遠中でフィルムを取り出ずには 



€1ボールペンの先などで妊!！ボタン 
を押します。 

陪=巻き戻しが完了すると、が表示され 
ます。 


@モー ターび止まり" £" び表示され 
たことを確認してか日、フイルム 
を取り出してください。 


■きを戻したフィルムは再撮影できません。撮影途中でフィルムを現像に出したいと 
き外は、 Q ゴポタンを巧さないでください。 

■ 332ボタンは先端のとびったゎので巧さなぃでくださぃ。 


26 























•カメラにフィルムが入つているときのごミち意 

♦撮影途中のフィルムが入っていると去には、絶对に裏ぶたを 
開けないで < ださし、。 

陪=フィルムが入っているときに裏ぶたを開けてしまった5、そのまま裏ぶ 
たを閉めて < ださし、。 

♦裏ぶたを閉めると、自動的にフィルムが巻き戻され、 "£ "が表示されまず。 
•きき戻されたフイルムは再撮穀できません。 


基 

本 

編 
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メこ:!-.モ-ドの切り替え 


0 

Boa 

口 

..角；風 Si, 

• 

’日 5 !! 巧姐 > 

台 

を困 

田 回 

资 ... 1 

日む；巧 

色 

B 蠢 

^3 

ぶ 1 s' 

が！）巧姐 ► 


〇 

E9 

ぞ 

’お巧狐 


€• 電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 

豚"扭"が点滅し、メニュー■モードの選択 
に入ります。 


ボタンを巧して、選択したい 
モードを点滅させます。 

ボタンを巧すごとに、モードが切り替 
わります。 


€)应3ボタンを押して、選択したい 
モードをゆっくりの点減に切り誓 
えます。 

陪 モー ドを選択しているときにはゆっくり 
の点減、選択していない場合には早い点 
減になります。 

0 EH ボタンを押して、決定します。 
陪"ミ夫定した モー ドが表示されます。 
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•メニュー • モードー覧 


LCD 

モード 

使用例など 

選択の 

可/不可 

モー ドの解除 

m 

ベ-ジ 

曲 

ス □- 
シャツ ター 
モ-ド 

ス□ーシャッターにな 0 ます。 

• 暗いところでををれいに撮影でをます。 
•フラッシュ ON 時は、夜景などの背景 
と人物の両方ををれレに撮影でをます。 

〇 

1コマ撮影後は 
な持。電源び切 
れると解除。 

30 

<§> 

赤目軽減 
モード 

撮影前にフラッシュび 7 回プレ 
発光し、 8 回目に撮影のための 
フラッシュび発光します。 

•ホ目現 S を軽減しまず。 

フづツシユ 
ON 時のみ 
還お巧。 

1コマ撮影後、 
電源を切ったを 
ち保持。 

* フラッシュ OFF 
のとをは表示 
されません。 

32 

の 

セルフ 

タイマー 

モード 

シャッターボタンを巧すとタイ 
マーび作動して、約]〇秒後に 
シャッターび切れます。 

•撮影を自身を一緒に撮りたいときに使 
巧します。 

〇 

1コマ撮影ごと 
に解除。 

34 

0 

リモコン 

モード 

カメラから離れてシャッターを 
切ることびで去まず。 

•専巧1」モコンび必要でず。 

〇 

1コマ撮影後は 
イ呆持。電源び切 
れると解除。 

36 

i4 

違景 

モード 

ピントび遠方にセッ ト されます。 

• 風景などの遠方撮影に使巧します。 

* フラッシュは発光しまずび、遠方の 
被写体にはフラッシュ光は届をません 
に4ベージ「フラッシュ撮影距離」参 
照)。 

〇 

1コマ撮影ごと 
に解除。 

* モード巧定時 
に D ボタン 
を2が拟上巧 
すと （‘ ii ’ 点 
減)、1コマ撮 
影後を保持。 
電源び切れる 
と解除。 

3扫 



’日 5 || 1' ぶ 

年月日 






:!ぶ’化 

月曰年 




曰がモード 

ぶ,1 r 化 

日月年 

〇 

電池父換時に設 
定解除。 

16 



巧！目: 6 

曰時分 






OFF 

曰付写し込みなし 
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0 扭ス□-シャツタ-撮影®© 



ス□—シ ヤツ ターにずることにより、暗いとこ 
ろでもきれいに撮影したいとをに使用しまず。 
♦フラッシュ ON 時にはス□ーシンク□モードとな0、 
夜景などの背景と人物の面ちをされいに撮影でさます。 


' 躁 ^ 

日弓 f 1 リら 破 ^ 

口画 

ミ可 

っ' - 

魯蠢 

GLJ yj 

」团 ご 

が 1 

化 II^S^ 



田⑤ 

’化 !! 巧^ 

B 回 

fi 


€• 電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 

陽'"团"が点減し、メニュ ー. モードの選択 
に入ります。 


@应3ボタンを巧して、"狂"をゆっ 
くりの点滅に切り替えます。 

瞻=モードを選巧しているときにはゆっくり 
の点ミ威、選択していない場合には早い点 
減になります。 


€)EH ボタンを押して、ミ央定します。 
ミ夫定したモードが表示されます。 


• g モードは撮影後わ解除されません。電源び切れると自動的に解除されます。 
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©構図を決めて、シャッターを切り 
ます。 

通常よ0ちシャッターの開いている時間 
が長くなり、夜景などの背景ち写せまず。 
明るさが不十分なときは、露出警告ラン 
プ（ホ）とお晶表示部の"も"が点減し、ブ 
ザーが鳴ります（イ9ページ)。 
フラッシュを ON にするかぺージ)、 
云脚をご使用ください。 


応 

垣 

編 


雜シャッタースピードび遅くな D ますので、手ブレ防止のため、吉脚を使用し 
てください。また、撮影中は撮5れる人ち動かないでください。 / 
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勢*) 

日弓 f I リら破^ 


卜^:… 

お。が姐! 


日5 !!巧姐^ 


<§> 


祁。巧狐 



ぷ> 赤目軽減撮影 



赤目現象を$ミ減しまず。 
■フラッシュ ON 時のみ遇択 
でをまず。 

* フラッシュ日 FF 時は表示 
されません。 


€• 電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 


?"西"が点滅し、メニュ - 
に入ります。 


モードの選択 


@百ボタンを押して、"海>"を点滅 
させます。 


©回 a ボタンを押して、 "<§> "をゆっ 
くりの点滅に切り替えます。 

豚モードを選択しているときにはゆっくり 
の点ミ威、選択していない場合には早い点 
減になります。 


©田ボタンを押して、決定します。 
陪》ミ夫定したモードが表示されます。 



國贸@幽困 ♦励巧 國肉〇 

置♦♦夏©冨 百因 ♦ 
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©構図を決めて、シャツターを切り 
ます。 

原撮穀前にフラッシュが7回プレ発光し、8 
回目に撮穀のためのフラッシュが発光し 
ます。 


•赤目現象について 

人物を暗いところでフラッシュ撮影した場合、目がホく写ることがありま 
ず。これはフラッシュの光が目の中で反射ずることにより起こる現象でず。 
赤目を起こりにくくずるためには、赤目軽減モードを使用するととちに、 
♦撮られる人にカメラの方に視線を向けてもらう 
♦なるべく近づいて撮影ずる 
などをずるとより効果的でず。 


♦をモードは撮影後ち、電源び切れてを解除されません。 

•プレ発光から撮影のためのフラッシュ発光まで AF ランプ（緑）び点灯し続けます。 
AF ランフ点灯中はカメラを動かさないでください。 











りセルフタイマ-撮影 

撮影ち自身も一緒に撮りたいときに使用しまず。 

〇電源を入れ、 HB ボタンを押しま 
す。 

豚"团"が点減し、メニュ ー. モードの選択 
に入ります。 


© C ボタンを押して、"の"を点減 
させます。 


€)应3ボタンを押して、"の"をゆっ 
くりの点滅に切り替えます。 

田署モードを選択しているときにはゆっくり 
の点ミ威、選択していない場合には早い点 
減になります。 


©田ボタンを押して、決定します。 
腹 i 夫定したモードが表示されます。 


''巧 夕 
’ぉ i!cW 

^3 


る蠢 

が 
梅'!: ぶ 


甚蠢 

^9 El 

が") 

1 お 



承 〜 1 
& 1 

’ お ！！ 巧 狐 

^3 国 

を易 


• 公モードは1回の撮影ごとに解除されます。 
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©構図を決めて、シャツターボタン 
を押します。 


© AF フレーム内に見えるものにピン 
卜び合い、セルフタイマーランプ 
が約7秒間点灯一約3秒間点滅し— 

た後、シャッターが切れます。 ^ 

応 

陪^ブザー音設定時は、セルフタイマーラン用 
プの動をに合わせてブザー音が鳴ります編 
一9ぺージ）。 


雜 AFn ック撮影わ可能です（-►23ぺ一 
ジ)。 


■カメラの前に立ってシャッターボタン 
を巧さないで<ださい。ピンボケや露 
光不良になることがあります。 
■スタートしたセルフタイマーモードを 
辭除したいときは、田 B ボタンを巧して 
<ださい。 
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’日 5 !! 巧狐 


… Q ■, 

，か 


UJ 


んぶ狐 


ぷ 


相り！；巧^ 


Kfl 8リモコン撮影 

カメラか 5 離れてシャツターを切りたいときに使用しまず。 
リモコン撮影には専用リモコンが必要でず。 I 



矢印の方向にリモコンをスライドさせ 
て、リモコン ホルダー か日がします。 

■ リモコンを U モコンホルダーに戻ずとさ 
は、反対方向にスライドさせ、カチッと 
音びするまで巧し込んでくださし、。 

■ リモコンはイラストとタイプび異なる場 
合びあります。 

〇電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 

陪■"团"が点減し、メニュ ー. モードの選択 
に入ります。 


ボタンを押して、 " i " を点滅さ 
せます。 


€)应3ボタンを巧して、 "6" をゆっ< 
りの点滅に切り替えます。 

腹=モードを選択しているときにはゆっくり 
の点減、選択していない場合には早い点 
減になります。 


©0 ボタンを押して、決定します。 
陪=決定したモードが表示されます。 


函网〇 @励画 ♦国函 趣网0 

置♦♦置©夏 B を 

























0 リモコンをカメラのリモコン受信 
部に向けて、シャッター作動ボタ 
ンを押します。 —— 

陪=リモコンランプが約2秒間点滅した後、応 
シャッターが切れます。 用 

編 



リモコン操作び可能な範囲は、カメラ 
正面で約已 m しソ巧、上下左右各吕 cr で 
約3.已 m じ(内です。 




• e モードは撮影後を解除されません。電 
源び切れると自動的に解除されます。 

■ IJ モコン撮影時は、兰脚の使用 
をおすすめします。 

■逆光撮影時にカメラの U モコン受信部 
に直射日光び入っていると、リモコン 
撮影びでさない場合びあります。この 
よラなときは、 の モードページ） 
を使用して < ださい。 


•電池の寿命は約3年です（当社試験を件 
による）。 U モコン撮慕びできなくなつ 
たら、ご購入店または富±フイルムヴ 
ービスステーションにお申し出くださ 
し、。有償にて電池交換いたします。 
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3 心違景撮影 ©8( g ) 

風景をきれいに撮りたいときや、ガラス越しの 
遠景や違い夜景の撮影などに使用しまず。 


€• 電源を入れ、 EB ボタンを押しま 
す。 

陪"团"が点減し、メニュ ー. モードの選択 
に入ります。 


©0 ボタンを押して、 " AT を点滅 
させます。 


©回 a ボタンを押して、 " Ai " をゆっ 
くりの点滅に切り替えます。 

陪モードを選択しているときにはゆっくり 
の点減、選択していない場合には早い点 
減になります。 


©田ボタンを押して、決定します。 

陪》ミ夫定したモードが表示されます。 


'辟® — , 

’ぉ !! 巧^ 

B 四 

ミ 戸 


る霞 

甚蠢 

も 

... … 1 

化 ；i ぶ姐^ 

を • 

がんも^ 

os 1 ^5 

を醫 



• モードは1コマの撮影ごとに解除されます。 

連続してご使用になる場合は、モードをゆっくりの点滅に切り替えた後、約2秒 
間0ボタンを巧し続けてください（モード決定後、液晶表示部の " ifc " び点滅し続け 
ます)。撮影後わ遠景モードび保持され、続けて撮影でさます。電源が切れると自動 
的に解除されます。 





















©構図を決めて、シャツターを切り 
ます。 

臨ピン トが遠方に合い、遠ちの被写体がき 
れいに撮影でさます。 


応 

苗 

編 


•フラッシュを ON に設定すると、フラッシュは発光しますび、遠方の被写体にはフラ 
ッシュ光は届きません （24 ページ r フラッシュ撮影距離」参照)。 
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このよラなとさは 


操作中このようなときは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

燃べ- ジ 

シャツターび切れ 
なし、 

① ‘era ’’び点滅していませ 
んか。 

② 電源は入った状態にセッ 
卜されていますか。 

通‘も"び点滅していませんか。 

® "["び表示されていません 
わ、。 

①巧しい電池に交換してく 
ださい。 

霞ボタンを操作して、撮 
影可能なげ態にセットし 
て < ださい。 

通フラッシュ充電中です。 
y び点滅しなくなるまで 
お待ちください（フラッシ 
ュ充電時間は約巳秒)。 

® フィルムを取り出して、未 
使用のフィルムを装てんし 
て < ださい。 

13 

13 

9 

2已 

フィルムを入れて 
裏ぶたを閉めた 
び、"び点滅し 
てし'!る。 

•フィルムの先端を FILM 
TIP マークまで引さ出して 
し、ますか。あるいは FILM 
TIP マークよりち引を出し 
すぎてし'!ませんか。 

•フィルムの先端び FILM 
下 IP マークに合ラよラにフ 
ィルムの長さを調整し、 
正しく装てんし直してく 
ださい。 

18 

フィルムを入れ 
て裏ぶたを閉め 
たび、フィルムび 
巷さ戻され、" E " 
び表示される。 

•フィルムを取り出すときに、 
モーターび止まり "r び表 
おされる前に裏ぶたを開け 
ませんでしたわ、。 

•フィルムを取り出すときに 
は、必ずモーターび止まり 
び表示されたことを確 
認してから裏ぶたを開けて 
<ださい。 

25 

フィルムを入れ 
てち追をモードに 
ならなし、。 

•ISOS 日日攻下のフィルム 
を使用していませんか。 

•侶08日日な下のフィルム使 
用時には、迎►モードを選 
巧でさません。 

10 

途中でフィルムが 
巷を戻されてし 
まつた。 

•フィルムび入つていると 
をに裏ぶたを開けません 
でしたか。 

•フィルムび入つているとき 
は、裏ぶたを開けないよう 
にごミ主意 <ださい。 

27 
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このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてぐださい 


フイルムカウン 
ターの数字び点 
滅している。 

♦撮穀中のフィルムを巻き戻 
しせずに取0出しませんで 
したか。 

♦フイルムを取り出してから 
電池を取0出し、 E 国ボタ 
ンを巧してフイルムカウン 
ターの表示び消えたことを 
確認します。その後、再度 
電池を入れて < ださい。 

27 

<§>モードび選択 
でさなし'!。 

♦フラッシュは日 N になって 
いますか。 

♦フラッシュ日 FF 時には < g > 
モードを還択でさません。 

32 

‘の’び点滅し、シ 
ャッターび切れ 
なし、。 

♦カメラの故障です。 

•富±フイルムサービスステ 
ーシヨンにお問い合わせく 
ださい。 



プリントびこのよラなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてください 

—-3 

画面びぼんやりし 

① AF 窓をかくして撮影しま 

① AF 窓をかくさないよラに 

1白 

てし''る。 

せんでしたか。 

カメラを正しく構えてく 
ださい。 



③被写体のね5い方は適切 
でしたか。 

⑤ AF フレーム でね5って撮 
影または AF ロック撮影し 
て < ださい。 

23 


感レンズび巧れていません 
か。 

③レンズをきれいにしてく 
ださい。 

43 


@カメラのブレではありませ 
んか。 

④カメラをしっかり構え、シ 
ャッターボタンを静かに 
巧してください。スロー 
シャッター時は=脚を 使 
巧してください。 

19 


⑥近距離撮影時にモード 
で撮影してし1ませんか。 

⑥モード政がで撮影して 
<ださい。 

29 
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このよラなとさは 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 


画面び暗い。 

①露出警告ランプ（ホ）び点 
滅していたのに、シャッタ 
一を切りませんでしたか。 

①露出警告ランプ（ホ）び点 
減しているときは、明る 
さが不十分です。フラッ 
シュを ON にして撮影して 
<ださい。 

9 


②暗いところでの撮影で、 
フラッシュを使わずに撮 
影しませんでしたか。 

②フラッシュを日 N にして撮 
影して < ださい。 

24 


③暗いところでのフラッシ 
ュ撮影で、被写体が遠す 
ざませんでしたか。 

③規定のフラッシュ撮影距 
離内で撮影して< ださい。 

24 


④フラッシュ撮影時にフラ 
ッシュ発光部に指び掛か 
つていませんでしたか。 

® フラッシュ発光部に指を 
掛けないで < ださい。 

1白 


⑤窓際などの逆光撮影では 
ありませんでしたか。 

⑥フラッシュを ON にして撮 
影してください。 

24 

曰付び合っていな 

参電池を入れたとさ、をし 

•電池を入れたとさ、をしく 

14 

い。 

<は電池交換時に修正し 
ましたか。 

は電池を交換したとさは、 
曰付を修正してください。 


曰付び写し込まれ 

①日付モードを"が F " にし 

①。 GfF " 拟がの日付モード 

16 

ていない/はっさ 

て撮影しませんでしたか。 

で撮影してください。 


0写5ない。 

②日付の写る位置に、白- 
黄•オレンジなどの明るい 
をのびありませんか。 

②曰付の写る位置に、なる 
ベく明るいをのがこない 
よラにしてください。 

16 
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取扱上のお願い 


1. カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりしてショックを与えない 
でくださし、。 

①ミ每辺やル雨の中などで使用ずるときは、水び掛からないよラにごミ主意ください。 

また、砂の掛か0やすいところには置かないで<ださし、。 

霞落としたり、固いをのにぶつけると故障の原因になります。また、振動び加わる 
ところ（自動車のトランクなど）に放置しないでください。 

2. このカメラはマイク□コンピューターによって制御されているため、ごくまれに力 
メラび誤作動する場ちびあります。このよラなとさは、電池をいったん取り出し、 
再度入れ直して < ださい。 

3. 長時間お使いにならないとさは、高温-多湿-有害ガス（タンスの中のナフタ I 」ン、 
しょラのラ他）■ホコ1」などの影響のかない、風通しの良いところに保管してくだ 
さし、 

4. 閉めさった自動車の中などに長時間放置しないで<ださい。 

日.飛行機をご利用の隙、未現徹のフィルムやフィルムの入ったカメラは機巧持ち込み 
されることをおすすめします。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線横査でカブ1」など 
の影響び出る場をびあります。 

6. レンズ、冉 F 窓、ファインダーなどび巧れたら、ブ n アーブラシでホコ U をキムい、 
柔らかい布で軽くふきとってください。それでち取れないとさは、富±フイルム 
のレンズク1」一ニングペーパーにレンズク1」一ニング U キッドを少量つけて、 
軽く;をいてください。アルコール、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでくだ 
さい。 

7. フィルム室にホコ U びあると、フィルムを傷つけることびあります。ブロアーブラ 
シで化って清掃してください。 

8. フィルムの装てん•取り出しは、直射日光を避けて行ってください。 

9. このカメラの使用温度範囲は一1日む〜+40むです。 

10. 寒を地では電池の性能び低下しますので、衣服の内側に入れるなどして、温めて占、 
5ご使用ください。なお一時のに性能の低下した電池は、常温に戻れば性能び回復 
します。 
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アフターサービスについて 


お 手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理 させて いただきます。 ご 購入店 ま 
たは富±フイルムサービスステーションに直接お申し出ください。それむ外の責は、ご 
容赦いただをます。なお、保証、使いちなどのご不明な点につをましてち、裏面記載の 
富±フイルムイメージング株式会社各ま社かお近くの富±フイルムサービスステーシ 
ョンをご利用 < ださい。 

♦無料修理 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入された、ご購入曰より1年な 
内のな証書び添付されている場合には、保証書に記載されている内容の範囲内で、 
無料修理させていたださまず。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品な証規定をご覧ください。 

♦有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期間内であってを、下 
記のよラな場合はすべて有料となります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担 
願います。 

1 . 修理ご依頼の隙、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にご購入年月、販売店名び記入されていない場合、または記載事項び訂 
正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーション政外で分解、修理されたもの。 

4. 火災、地震、風水害などの天淵こよる損傷、故障。 

日.お取撮上の不注意（使用説明書政列•の誤操作、落下、衝撃、水掛かり、砂-泥の 
付着、カメラ内部への水-砂■泥の入り込みなど）、な管上の不備（高温多湿や 
ナフタリン、しょラのラの入った攝所での保管）、お手入れの不備（かび発生な 
ど）により生じた故障。 

日.前記料外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたちの。 

♦修理す能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど<、故障前の性能に復元でさないと思 
われるをの、および部品の手当び困難なちのなどは修理できない攝合ちありますの 
で、お近<の富±フイルムサービスステーションにお問い合わせ<ださい。 

♦修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造巧ち切り後7年を目安に保有しておりますので、こ 
の期間中は原則として修理をお引さ受けいたします。 

なお、部品保有期間終了後でち修理できる場合をありますので、詳しくはご購入店 
44 かお近くの富±フイルムサービスステーションにお問い合わせ<ださい。 



• 修理ご依頼に際してのごを意 

1 . 保罰規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保罰書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、ご指定の修理箇所、故障内 
容を詳しくご説明ください。故障の状態によっては、事故となったフィルムな 
どを添えてくださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじゆ品質、性能上必要 
と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高<見込まれる修理のときは「0000円料上は連絡してほしい」 
と金額をご指定ください。ご指定のないときは白.日日日円政内の料金で修理完了 
する場合は f 度理をすすめさせていたださます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品から取り 
がしてお手をとにイ呆管してください。 

目.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れてしっかり 
包装し、必ず書留ル包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内曾により多少違いますび、厳重な調整検査を行いますので、 
普通修理品の場合は富±フイルムサービスステーションで、お預かりしてから 
通常7〜 1 日日位をご予定ください。 

•海外旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、ミ毎外各地の富±フイルムミ毎外現地ま人または富±フ 

イルム代理店をご利用ください。富±フイルム海外現地法人、巧理店の所在地一覧 

表はお近くの富±フイルムサービスステーションにおたずねください。なお、ミ毎外 

での修理は対応できない場合びありますので、あらかじめご了承ください。 
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まな仕様 

使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 

ファインダー 

距離調節 


シャツター 
露光調節 


狐モード 
フィルム感度 
フイルム装てん 


フィルム給送 
フラッシュ 


135 (3 己 mm ) □- ルフィルムの X マーク付き） 

24 mmX 3 白 mm 

スーバー EBC フジノンレンズ巳群6枚構成 

f 二 28 mm 〜已巨 mm 1: 2.8 〜巳 .4 

実徹式ズームファインダー日.33倍〜日.已8倍 AF フレーム 

近距離補正マーク AF ランプ露出警告ランプ 

アクティプオートフォーカス日. 4 m 〜の AF □ック付き 

遠景モード（レンズ遠距離セット） 

冉 F ランプ 

電子式フログラムシ ャッ ターに砂〜1/3日日秒） 

自動調節 

連動範囲侶日1日日：広角 （28 mm 時） EV 8 (*2)〜17 
望遠(已日 mm 時) EV 1 1(*4)〜17 
IS 日1巨日日：広角に 8 mm 時） EV 8(*4) 〜17 
望遠（日 6 mm 時） EV 1 1(*4)〜1日 

〇は スローシャッターモー ド時） 
露出警告ランプ露出警告ブヴー 
明るさに応じて最適な露出制御（日〜 +2 EV の補正） 

自動設定 （ DX ち式による） IS 日巳日〜3200 
オート n —ディングち式 

フィルムび送られない場合は、シャッター□ックおよび液晶表示 
靴こ" r 点滅 

電動式自動巻さ上げ自動巻さ戻し 
途中巻き戻し可能（途中巻き戻しボタンによる） 

スーパーデジタルプ□グラムフラッシュフラッシュボタンによる 
リトラクタブル式充電時間；約0.巳秒〜巳秒 
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撮影 モード 


セルフタイマー 
液晶表巧 


電 源 

その 牠 
大击さ 
質量（重さ） 


ス□ーシャッターモード/ホ目軽減モード/ 

セルフタイマーモード/ IJ モコンモード/遠景モード 

赤目軽減モードのち式： 7回プレ発光し、8回目にフラッシュ発光 

電子式作動時間：約1日秒遠中觸隙巧能 

セルフタイマーランフおよびブヴー音付さ 

フィルムカウンター(順算式）视►モード 

ス□ーシャッターモード/ホ目軽減モード/ 

セルフタイマーモード / U モコンモード/遠景モード 
日付電池容量フラッシュ充電中ブヴー音日 N / 日 FF 
U チウム電池 CR 2 1本 

曰付機能 I 」モつン対応ブヴー音^脚ねじ巧付さ 
1 日 9.已 mm X 日を 日 mm X 36 .日 mm (突起部除く） 

1己巳旨價池別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 
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吗 I FUJIFILM 


富 ± 写真フイルム株が会せ富±フイルムイメージングなま会社 


•お貢い上げ K 品じついてのお巧いをわせは… 

も客樣ご相談窓口青 ±フイルムイメージング 株式会社 


，因0570-002236 

二■品 * を团どこからでるホ巧*お巧をでご札 


ナヒブイわル 

* を团どこからでるホ巧*な巧をでご巧巧いただけます。 

夕奋電居 -PHSS からご巧用の g をは，占ぶくの各ま社まで占田いをわせ< ださい。 


まをを社 
大巧す社 
化ち道で社 
まかを社 
を古屋ま：社 
中国す社 
九州を社 

•お S い上げ製品の巧理の受付は… 

ん巧：宙±フイルムサービスステーシヨ 
仙台：百±フイルムサービスステーシヨ 
ま巧：苗±フイルムサービスステーシヨ 
を古屋：宙±フイルムサービスステーシヨ 
大阪：宙±フイルムサービスステーシヨ 
に a :苗±フイルムサービスステーシヨ 
福岡：苗±フイルムサービスステーシヨ 
»±巧、日ち.巧日.年夫年齿はか実させていただきます。その化I巧等な業させていただく巧をがあります。 

♦まま.ち古屋.大旧：«±フイルムサービスステーシヨンは、出巧の±苗日诚日、年末年治, I 巧術臣 W か)は普業してわります。 

ただし，をけまし英括のみとなります。 

•宜±フイルム K 品のお問いをわせは… 

おちなコミュニケーシヨンセンター(月岳日〜を苗日午前9 : 30~午後5 : 00) TEL (03) 3が 6-2 助1 
St フイルムホ-ムベージ httpy / fujifilm . jp / 


で 105-8443 ま京街港区虎ノ門 1-2-8 虎ノ門ぎ平タワー 
で 541-0051 大お巿中央区備巧町 3-5-11 
T 060-0002 化巧ホ中央区な2条西 4-2 化巧兰#ビル則お 
〒980-0811仙台ホ音軍区一を町 4-6-1 仙台第一を命タワービル 
T 460-0008 を古屋ホ中区* 2-10-19 

で 732-0816 広 a 巿南区比を山本町 16-35 に S 産業で化センター 
〒812-0018福岡ホ巧を区住ま 3-1-1 


T 060-0002 化巧ホ中み区か2条西 4-2 化巧ミ井ビル則？！ 

T 980-0811 仙台ホ音ち区一を町 4-6-1 仙台案一ををタワービル 
T 105-0022 ま京都港区巧岸 1-9-15 巧芝ビル 
T 460-0008 を古屋ホ中区巧 1-12-19 
〒541-0051大阪ホ中央区な巧町 3-2-8 大阪長をビル 
T 732-0816 ぶ a 巿南区比を山本町 16-35 広 S を董で化センター 
でが 2-0018 福岡ホ博多区はま 3-1-1 


TEL (03) 6203-6820 
TEL (06) 6205-641 1 
TEL (011) 241-7163 
TEL (022) 265-2121 
TEL (052) 203-5261 
TEL (082) 256-331 1 
TEL (092) 281-0232 


TEL (011) 222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1315 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (082) 256-351 1 
TEL (092) 281-4863 





